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表 11 （ 注 ）
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らわす語を、辞字門に主として用言を集録するという分類基 準 が 認 め ら れ る 。
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そ こ で 、
人 事 ・ 辞 字 両
門 に 掲 出 さ れ て い る 語 を 取 り 出 し 、
対 比 で き る よ う に ま と
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お 部 を 部 を部あるいはお部になると
、
人 事 門 で あ っ
て
も 他 の 部 の よ
うには名詞形が見られなくな
る。
二 巻 本 r 世 俗 字 頚 抄 」 に
おいて、
































大 野 晋 関 士 が 、
「
色
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'1 15 1 1 へ字辞
表 ＞ 本はまた述った様相を示している。
「 節 用 文 宇 」 を は じ め 、
二 巻 本 及 び 七 巻 本 「 批 俗 字 類 抄 」 、 十 巻 ＊ r 伊 呂 波 字 類 抄 」いずれの楊合にも、






・ 辞 字 の 両 門 へ の 重
出例が見られるのであろ。
そ




所 収 語 函 全 体 か ら 見 れ ば 、










分 類 は 、
どの点からみてもみととに整理されている。
「節
用 文 字 」
・ニ巻本r世俗字類抄」では、






分 類 意 識
の
-42-
明確性に欠ける面が伺われる。＋巻本「伊呂波宇類抄」七巻本「世俗字類抄」にしてもまた同様である。
が、
十巻
本「伊呂波字類抄」の場合 は更に、
三巻本
「色葉字類抄」
と共通の語粟が多く、
語順さえも完全に一致している部分
がある。
ところが、
その一致部分にさえ、
三巻本r色葉字
類抄
J
との間で門の異同がみられることがある。
その上、
部・門ともに重出させる傾向が強く伺われ、
それは利用者
の検索の便宜を考えて ことかとも思われ
る。
七巻本r世
俗字類抄」 場合は｀
特に収録部の異同例が目立つので、
成立した時代性とのかかわりを考えてみる必要もあるだろ”? 
何分、
チ・
リ・
ヌ
・ル・ヲ
・オという、
Cくわずかな部
に限っての調査であり、
傾向性を指摘できたにすぎない。
全体的で、
より詳細、多面的な検討は今後の諌題とさせて
いただきたい。
注
二
、
注
三
、
注
一
、
,
「古辞苔の研究」
大日本雄弁会講談社
三一九ページ
昭和30年ll月
「詩苑韻集の部類立てと色葉字類抄」吉田金彦
「本邦辞書史論叢」（山田忠雄緬
三省堂）所収
．
昭和42年2月
「世俗字類抄・節用文字から色葉字類抄へ」
2 
「本邦辞習史論叢」（山田忠雄編
御指導下さいました大友信一先生をはじめ、
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